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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　　(実施例１の作用)
　次に、実施例１に係る自動製氷機１０の作用について、以下説明を行なう。なお、実施
例１では、除氷運転での除氷完了時間Ｔ1に基づいて製氷運転での給水量を制御手段２４
が決定するため、除氷運転を経ていない最初の製氷運転では、制御手段２４は給水量を決
定することができない。そこで、最初の製氷運転では、例えば、給水量を低温時給水量に
するよう予め制御手段２４に設定されているものとする。
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